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赤 松 智 城 論 ノ オ ト
ー 徳応寺 所蔵資料を中心 に

菊 地 暁

1.植 民地/人 類学研究 のセカ ン ド・ステー ジ

日本における植民地/人 類学の研究はセカンド・ステージに突入 したといってよいだろう。

欧米人類学の トピック直輸入によって始められた日本 における植民地/人 類学の研究は,当

初,「 大日本帝国」 に関わる研究をアンバ ランスなまでに欠 き,あ るいはそれがなされたとし

て も 「オ リエ ンタ リス トの日本人研究者/文 化的抵抗を試みる植民地研究者」 といった安易

な二項対立に基づ くイデオロギー的裁断の域を出ないものが少なくなかった1)。だが,近 年,

研究状況は新たな段階を迎えっっあるように感 じられる。

安易なステ レオタイプや レッテル貼 りを回避すること。個々の研究者の発話や実践を具体的

な文脈から検証 し,そ こに生起する複雑な政治性を補足 し,そ の可能性 と限界性を見極めるこ

と。そのための作業が着実 に蓄積されっっある。戦前 ・戦中における 「大 日本帝国」の人類学

的実践を包括的に検証 した坂野徹 『帝国日本と人類学者」[2005]は セカンド・ステージの到

来を告 げるメモ リアル ・ワークといってよいだろう。また朝鮮/韓 国に限 って も,全 京秀

「韓国人類学の百年」[2004]が 邦訳されたほか,村 山智順[野 村2001],崔 南善[萩 生2002,

全成坤2002],李 能和[野 村2002],孫 普泰[金2006],宋 錫夏[南2004]と いった植民地

期を代表する研究者にっいてそれぞれ検証が推 し進められている。

ところが,こ うした状況にもかかわらず,赤 松智城(1886-1960)は 奇妙 に取り残された感が

ある[図1]。 秋葉隆(1888-1954)と 並ぶ 『朝鮮巫俗の研究』[1937-38]の 共著者,仏 教近代

化の立役者 ・赤松連城の孫,あ るいは社会運動家 ・赤松克麿,婦 人政治家 ・赤松常子の兄とし

て,そ の名はつとに知 られているものの,そ の経歴がいかなるものであ り,そ こからいかなる

学問的実践が立ち上げられたかにっいて,共 有された理解は何一つないといっても過言ではな

い2)。良かれ悪 しかれ,「 マ リノフスキー流の機能主義」「インテンシブ ・メソッド」「二重モデ

ル」 といったキーワー ドによる理解が共有されている秋葉隆とは好対照といってよいだろう3)。
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[図1]赤 松 智 城(1886-1960)(年 次 未 詳)

 ここに突破口を開いたのが,全 京秀 「赤松智

城の学問世界に関する一考察  京城帝国大

学時代を中心に一 」[2005]で ある4)。真 っ

当な年譜 も著作目録なかった赤松に関 して,お

そらく最初 となる基本的な年譜 と著作目録を作

成 した意義はきわめて重要であり,貴 重な労作

であることは疑いない。とはいえ,赤 松智城 と

いう知的巨人にはなお未知の側面 も多く,若 干

の事実誤認,な お検証を要する点 も少なからず

見受 けられる。そこで本稿は,パ イオニアワー

クとしての全論文を踏まえっっ,赤 松智城の生

家 ・徳応寺の資料調査から得られた知見を紹介

し5),植民地/人 類学をめ ぐるコンテクス トの

なか で 赤 松 智 城 の は らむ プ ロ ブ レマ テ ィ ックを 検 討 して み た い6)。

2.徳 応寺所蔵資料概要

 日本の植民地/人 類学を考えるにあたって赤松智城を取 り上げる意義の一っに資料の 「豊

富さ」がある。戦前 ・戦中に活躍 した多くの人類学者が敗戦とともに撤退を余儀なくされ,調

査 ・研究資料の多くを日本に持ち帰ることが適わなかったのに対 し,智 城は昭和16年3月15

日,京 城帝大を 「依願免本官」 となったため[図2],さ まざまな資料を持ち帰ることが可能

だった。それゆえ,山 口大学赤松文庫をはじめ7),資 料が相対的に豊富なことは確かである8)。

とは い え,そ の こと が彼 の実 像 を直 ち

[図2] 「依願免本官」(昭 和16年3月15日)

に復元可能にするわけではない。智城は

自らの伝記的事項を語 ることが少なく,

また,彼 と直接親交をもった人物による

記述 も決 して多 くはない9)。その意味で

生家 ・徳応寺に残された資料は語 られざ

る智城の実像に迫る貴重な糸口である。

 徳応寺は山口県周南市(旧 ・徳山市)

にある浄土真宗本願寺派の寺院である

[徳応寺1992][図3・4]。 ここには赤

松一族の遺品がそれぞれの人物ごとに整
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理 さ れて お り,智 城 に関 す る もの と して は,お よ そ ダ ンボ ー ル1箱 分 の 雑 多 な遺 品,お よ び写

真類 を納 め たや や 小 ぶ りな箱 が 残 され て い る10[図5]。

これ らの遺 品 を 仮 分 類 す れ ば,「 履歴 書 お よ び 関係 書類 」 「ノ ー ト」 「図 書 ・研 究 資料 類 」 「書

簡 」 「写 真」 「新 聞 ス ク ラ ソプ」 「記念 品」 「寺 務 関 係 書 類 」 「葬 儀関 係 書 類 」 「漢 詩 文」 に 分 け ら

れ る。

まず,自 筆 履 歴 書ll,お よ び,辞 令,任 命書,委 嘱 状,叙 位,叙 官 に関 わ る書 類 な ど60通

が 残 さ れ て お り,智 城 の 「公 的 」 な年 譜 は概 ね 復 元 す る こ とが で き る[赤 松 智 城 年 譜 参 照]

[図6]。

ま た,30冊 の 大 学 ノ ー トが 残 さ れ て い た こ と も彼 の 学 問 遍 歴 を 考 え る ヒで 貴 重 で あ る[図

7]。 フ ィール ドノー トの 類 は含 まれ て い な か った もの の,旧 制 高 校 や 大学 で の 勉学 ノー ト,

1図31徳 応 芋全景qll口 県周南llf)[1文14]徳 応 芋歴代住職 夫妻 の墓

儀糀
[図5]徳 応 寺所蔵赤松 智城関 係資料[図61「 任 京城 帝 国 大学 教授 叙 高等官 四 等」

(日召不02年8ナjl3「})
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自身 の講 義 ノー トと思 わ れ る ものが 残 さ れて お り,一 一・部,彼 の著 作 との 対応 関 係 を確 認 で き る

もの もあ る12[図8]。

さ らに は,雑 誌,抜 刷,パ ン フ レ ッ ト等 を 含む 図 書 類 も数 は 多 くは な いが 興 味 深 い。 智 城 の

所 蔵 図書 は晩 年 の勤 め 先 ・山 口大 学 に寄 贈 され た た め,手 元 に残 され たの は 自身 の抜 刷 や 論 文

掲 載 誌,お よ び雑 多 な パ ン フ レ ッ トの類 が 大 半 で あ る。 調 査 に関 す る もの と して は,訪 問 先 と

思 わ れ る寺 社 のパ ンフ レ ッ トの ほか,巫 俗 の 様子 を描 いた折 り畳 み の 冊 子 「巫 女儀 」[刊 年 不

百羊]カ{匪旦口味ゴ柴い[区J9]。

書 簡 に つ い て は,事 務 的 な通 知 書 等 を 除 い た私 信 に 相 当 す る と思 わ れ る もの が20通 あ ま り

残 さ れ て い る。寺 の 関 係 者 と交 わ した 書簡 の ほか,西 田 幾 多郎(哲 学1870-1945),久 松 真一(哲

学1889-1980),榊 亮 一こ郎(梵 語学1873-1946),高 楠1順次 郎(仏 教学1886-1945),加 藤常 賢(中 国

ン ぼ   ド 

㌔i

甲凄 西

一

[図71rドllノ ー ト[図81'1筆 ノ ー ト 『現 代 の 宗 教 哲 学 』Ll929」

に 対 応、,

[図91『 巫女 儀 」[il」年 不詳1巫 俗 を描 い た折 り[図10]赤 松 智城 関 係 資料 の う ち写 真 類

畳 み式 の 冊r
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1図12]新 聞 ス ク ラ ップ

:襲☆7
齢・ 乏 蒜 ヒ

[図ll]写 真 「昭和十四年 四月廿三 日 盧溝橋 に 受

て記念撮影」 右が赤松智城?

ぎ.

文学1894-1978),常 盤 大定(仏 教学1870-1945),、 ・'

瀧 精 一(美 術 史1873-1945),白 井 成 允(倫 理学 ㍗

∵∵7欝 鷹繰lll:1濫='`ll
た 研 究 者 ・知 識 人 と交 わ した 書 簡 も残 され,な[図13]第'滴 等学校 の裡

か に は 著書 ・論 文 の 内容 に 立 ち 入 った もの もあ

る1・。 藁讐 雛 繋 無 恥

「写 真 」 につ いて は,ガ ラ ス乾 板,フ ィル ム,

キ ャ ビネ版,手 札 版,絵 葉 書,台 紙 ・ア ル バ ム 憾

搬雛萎織 趣
ど 含 まれ な いが,そ れ で も,フ ィー ル ドにお け 零'こ「

る記 念 写 真[図11],あ る い は,他 の 研 究 者 と:

共 に撮 影 され た写 真 な どが あ り,智 城 の 研究 生

活 の 一端 を うか が う こ とが で き る。

新 聞 ス ク ラ ップ は,153点 の 切 り抜 きが残 さ 罎 麟 鞍 艦

れ て い る[図12]。 ほ とん ど戦 後 の もの で,内[図14]父 ・照憧 の漢詩文
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容は宗教関連のものから国際情勢まで多岐にわたっており,晩 年の智城の衰えざる知的好奇心

がうかがわれる。

 このほか,智 城の学問的経歴 とは比較的関わりの薄いものではあるが,揮 毫のある色紙や扇

子 といった記念品類[図13],寺 院の経営に関わる寺務関係資料15),智 城の葬儀に関わる弔電

などの葬儀関係資料16),父 ・照憧の作による漢詩文などが残 されている17)[図14]。

3.赤 松智城の学問形成 京城帝大赴任以前を中心に一

 これらの資料により赤松智城のライフヒス トリーは相当程度明らかになった。にもかかわら

ず,彼 の学問形成を辿 ることは決 して容易ではない。たとえば,彼 がいかにして人類学的関心

を持っに至ったのかという問題もそれほど自明ではない。

 智城の業績 は,① 初期から晩年に至 るまで続けられる宗教学原論ともいうべき宗教本質論

研究(方 法論を含む),② 欧米留学以後に展開されるイスラーム研究,③ 京城帝大赴任後に秋葉

隆とともに進められる朝鮮 ・満蒙におけるシャーマニズム研究,の3っ に大別できる[著 作目

録参照]。 このうち,最 も人類学的色彩が濃いのはもちろん③ であるが,実 のところ,最 初期

の論文か ら,デ ュルケーム,モ ース,ユ ベールといったフランス社会学の業績が参照されてお

り,当 初から宗教人類学的志向を確認できる18)。詳細を論 じる余裕はないが,総 じていえば,

赤松智城の宗教学/人 類学は,ス ター ト時点か ら既 に相対主義的な比較宗教学への志向を有

し,現 地調査の導入という契機を除けば,理 論的 ・方法論的な断絶は認め難く,初 発の宗教本

質論という課題が時と共に次第に対象を拡大 し,

議論を精緻化させてい く,と いった様相を呈 し

ている。

 そ こで,以 下,赤 松 智 城 の ラ イ フ コ ー ス に現

れ る宗 教 学/人 類 学 との 接 点 に つ い て,資 料

調 査 の成 果 を 交 え っ っ 確 認 して み よ う19)。

 まず,彼 の生家 ・徳応寺の家庭環境はいうま

でもなく重要だろう。

 赤 松 智 城 は,明 治19(1886)年,父 ・赤 松 照

憧(1854-1921),母 ・安 子(1865-1913)の 長 男

と して誕 生 す る。 父 ・照 憧 は,京 都 岡 崎 ・願 成

寺 の住 職 ・与 謝 野 礼 厳 の次 男 と して 生 まれ(与

謝野鉄幹 は実弟)[図15],赤 松 連 城(1841-1919)

の養 子 とな り安 子 と結 婚,夫 婦 力 を合 わ せ て 私

鞠鷹 轡騨

幾藤 鰯

     ゆま  し

   戎・鷺 毒1撫

1畿戴 轡 
懸     滋   ㌻、

   ,騨 蛎 縫
繋

驚勢
[図15] 与謝野晶子と子供たち
   晶子右隣が智城か

(年次未詳)
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立 徳 山 女 学 校 を設 立,女 子 教 育 に尽 力 し,晩 年 は部 落解 放 運 動 に も力 を注 い だ 人物 で あ る20)。

二 人 の 間 に は,長 男 ・智 城,天 折 した 医学 者 の 次 弟 ・信 麿(1889-1923),美 学 者 の三 男 ・義 麿

(1892-1946),マ ル ク ス主 義 か ら超 国 家 主 義 まで 激 しい イ デ オ ロ ギ ー遍 歴 を 送 った社 会 運 動 家

の 四 男 ・克 麿(1894-1955),労 働 ・婦 人 運 動 に 尽 力 し参 議 院 議 員 と な った 長 女 ・常 子(1897-

1965)21,,天 折 した労 働 運 動 家 の五 男 ・五 百 麿(1900-34),「 淳 朴 な一 念 仏 行 者 と して の一 生 」

[徳応 寺1992:37]を 送 っ た六 男 ・廉 麿(1901-74)と 多 彩 な 七 人 の 子 供 が 設 け られ た[図

15]。 この 兄 弟 た ち に どの よ う な知 的 交 流 が あ っ たの か は興 味 深 い 問 題 だ が,そ れ を 語 る資 料

は 多 くな い22)。

な お,仏 教 近 代 化 の 立 役 者,日 本 最 初 の 西 欧 留 学 僧 の一 人 と して 英 独 仏 の 宗 教 界 か ら多 くを

学 ん だ祖 父 ・連 城 が23),智 城 の学 問 形 成 に いか な る影 響 を 与 え たの か と い う問 題 も きわ め て興

味 深 いが,残 念 な が らそれ を語 る資 料 は残 され て い な い。

智 城 の 幼 少 期 を 語 る資 料 も多 くはな い 。 小学 校 時 代 の 消 息 は ほ とん どっ か め ず,旧 制 徳 山 中

学 校(現 ・徳山高校)時 代 も,文 系 サ ー クル 活 動 で 活 躍,同 学 年 中 で 唯 一 「金 の メ ダル」 を受

賞 した こ とが 伝 え られ て い るが24),具 体 的 な 活動 につ いて は不 明 な点 が 多 い。

智 城 の学 問 的活 動 が お ぼ ろげ な が ら痕 跡 を残 す の は,明 治37年(1904),熊 本 の第 五 高 等 学

校 に 進学 して か らで あ る。 学 内 の弁 論 大 会 で 「学 理 的研 究 の 価値 」 「天 地 開 關 の比 較 論 」 な ど

を 講 演 して お り25>,後 年 の 比 較 宗 教 学 的傾 向 の 萌 芽 を確 認 で き る。 三 年 で は総 代 を 務 め て お

り26),ま た,学 内組 織 の仏 教 青 年 会 に も参 加 して い る2%

さ ら に注 目 され る の は五 高 時 代 の人 間 関 係 で あ る。 明 治40年(1907)卒 の 第 一 部 三 年 乙 組

43名 の 同級 生 に,思 想 家 ・大 川 周 明(1886-1957),社 会学 者 ・高 田保 馬(1883-1971),神 話 学

者 ・松 村 武 雄(1883-1969),日 本 史 家 ・清原 貞雄(1885-1964)の 名 前 を 見 いだ す こ とが で き る28}

[図16]。 さ らに,彼 らの ドイ ツ語 を担 当 した の は,後 に柳 田国 男(1875-1962)と と もに 『郷土

研 究 』[1913-17]を 創 刊 す る こ と と な る

神 話 学 者 ・高 木 敏 雄(1876-1922)だ っ 、,鰐鷲 、 騰.

糞 欝 興9… 磯

嚢轡 こと幣 繍驚 繍 灘
れたばかりの京都帝臥 学文徽 学哲学 謝ヨ鰹 灘 灘 灘 蕪

科に入学 宗教学を轍 する30)・中学のii置 謹 璽

後輩に宛てた手紙には・議 は 「どれ も[
図16]第 五高等学校生徒。宣誓書 醐)

皆聴 きたいものばか り」と書かれていた(五 高記念館所蔵)
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とい い31),新 進 気 鋭 の ス タ ッ フを そ ろ え た京 大 に相 当 の 知 的 興 奮 を 感 じて い た よ うで あ る。

じ っ さい,発 足 当 初 の 文 科 大 学 は学 生 数 が 少 な く,ま た,ス タ ッフ と学 生 の 年 齢 差 もさ ほ ど大

き くな か った た め,専 攻 ・学 科 や年 齢 を 超 え た親 密 な 交 流 が 展 開 され て いた32)。

徳 応 寺 に残 され た ノ ー トの うち21冊 は大 学 で の 受 講 内容 の ノー トで,智 城 の 勉 学 の傾 向 が

うか が え る。 内訳 は,谷 本 富(教 育学1867-1946)の 「経 済 学 史 よ り見 た る教 育 思 想 」 「西 洋 教

育 史 」 「明 治教 化 史論 」 「中等 教 育 論 」 「欧州 近 世 教 育 史 」 の5冊,松 本 亦 太 郎(心 理学1865-

1943)の 「心理 学 」3冊,「 続心 理学 」2冊 の計5冊,高 瀬 武 次 郎(中 国哲学1868-1950)の 「支

那 哲 学 史 」3冊,藤 代 禎 輔(独 文1868-1927)の 「文 学 概 論」 「MaxDessoir美 學 」 の2冊,幸

田成 行(露 伴)(国 文学1867-1947)の 「日本 文 学 各論 」,朝 永 三 十 郎(哲 学1871-1951)の 「続 西

洋 哲 学 史 」,野 上 俊夫(心 理学1882-1963)の 「比 較 心 理 学 」,天 谷千 松(生 理学,生 没年未詳)の

「生 理 学 」,松 本 文 三 郎(印 度 哲学1865-1943)の 「仏 伝 及 教 説 巻 二 」,瀧 精 一(美 術 史1873-

1945)の 「日本 美 術」,そ れ ぞ れ各1冊 で あ る。 現 存 す る ノ ー トが 受講 した 講 義 の 全 て で はな

いの で 留 保 が 必要 だ が,宗 教 学 は意 外 に 少 な く,逆 に 教 育 学,心 理 学 が 目立 っ。 後 年,智 城 は

宗 教 学 の 一 分 派 と して の 宗 教 心 理学 に関 す る論 考 を数 多 く執筆 す るが,そ の基 礎 が学 部 時 代 か

ら築 か れ て い る こ とが うか が え る。

明 治43年(1910)7月,大 学 を主 席 で卒 業,恩 賜 の 銀 時 計 を 授 与 され た 智 城 は,ひ きっ づ き

大学 院 に在 籍 し,松 本 文三 郎 を 指導 教官 と して研 究 を 続 け る。 龍 谷 大 学 の前 身 で あ る仏 教 大 学

な どへ もこの 頃 か ら出 講 して い る。 大 学 院 に は仏 教 学 者 ・羽 渓 了 諦(1883-1974),東 大卒 業 後,

帰郷 して いた 宗教 学 者 ・宇 野 円 空(1885-1949)も 在 籍 して お り,「 三 羽 烏 」 と称 され る親 交 を

結 ん だ[羽 渓1960:129コ[図17]。 そ の交 流 が原 動 力 とな って東 京 ・京 都 両 帝 国 大 学 の大 学 院

生 が 連 携 し,そ の指 導 教 官 で あ る東 大 の姉 崎 正 治(1873-1949),高 楠 順 次 郎,京 大 の松 本 文 三

郎,榊 亮 三 郎 を 顧 問 に 迎 え,大 正4年(1915),「 宗 教 学 研 究 会 」 の 設 立 に至 った こ と は羽 渓

[1960コ に詳 しい[図18]。 翌 年4月 に は会 誌

講

羅 鍵 期揮 編 蘇
後列左 に智城,中 央 に宇野 円空,前 列左

に羽渓了諦。[図18]「 宗教研究会」入会案内(大 正 丘年二月)
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[図19]赤 松智城旅券[図20]名 刺類 青木周蔵,清 浦奎吾,三 宮義 胤,

光妙寺三郎 などの官 吏 とは,留 学 中に面

識 を得 た もの と思 われる。

い る。

大 正9年(1920)か ら12年(1923)ま で の約3年 間,智 城 は欧米 に留 学 す る。 徳 応 寺 所 蔵 の

旅 券[図19],大 学 や 研 究 機 関 の身 分 証,図 書 館,博 物 館 等 の利 用証 か ら,留 学 中の 精 力 的 な

活 動 を確 認 す る こ とが で きたが33〕,留 学 中 に何 を学 び,い か な る研 究 者 と親 交 を 結 ん だ か,具

体 的 な こ と は依 然 っ ま び らかで は な い[図20]。 ベ ル リ ン大 の 宗 教 学 者 トレル チ の講 錘 に 列 し

た ことを 確 認 で き るの み で あ る[赤 松1924]。

興 味 深 いの は,渡 航 の 際 に乗 船 した郵 船 三 島 丸 に は,宇 野 円 空 と と も に,赤 松 と同期 に 京大

を 卒 業 し,後 に 国 史学 教 授 とな る西 田 直二 郎(1886-1964)も 乗 船 して いた こ とで あ る。 渡 欧

後,宇 野 はパ リで レ ヴ ィ=ブ リュー ル に学 び,西 田 は ケ ン ブ リッ ジで バ ッ ドン,リ ヴ ァー ス に

学 ん だ こ とが知 られ て い る3P。 同 年 代,同 期 留 学 の宇 野,西 田 と い う学 友 を通 じて,こ れ らの

人類 学 者,宗 教 学 者 に っ い て の知 見 を得 た こ とは十 分 に予 想 さ れ,あ る い は 直接 の知 遇 を得 た

可 能 性 も考 え られ る。

後 年,赤 松 は京 都 帝 大 の講 師 と して招 か れ るが,そ の受 け入 れ 先 と な った の は,彼 の 卒 業 し

た哲 学 科 宗 教 学 講 座 で は な く,西 田 の主 催 す る史 学 科 国 史 学 専 攻 に設 け られ た神 道 史 講 座 だ っ

た[拙 稿2005]。 さ らに い え ば,宇 野 円 空 も,あ るい は柳 田国 男,折 口 信 夫(1886-1953),原

田敏 明(1893-1983)も こ の講 座 に 招 か れ て い る。 これ らの 同 時 代 の研 究 者 とい か な る学 問 的

交 流 が あ り,そ の こ とが,日 本 の 人 類学 史,宗 教 学 史 を い か に形 作 って い くの か とい う問 題 は,

非常 に興 味深 い,そ して,さ らな る検証 が必 要 な テ ー マ だ ろ う。
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4.赤 松智城 の植民地/人 類学をめ ぐるい くっか の仮説

ここまで徳応寺所蔵資料を参照 しっっ,赤 松智城の学問形成,と りわけ京城帝大赴任以前の

宗教学/人 類学 との接点 を中心に眺めてきた。最後に彼の植民地/人 類学をめ ぐるい くっか

の仮説的な見通 しを述べておきたい。

まず,智 城が秋葉隆 とともに朝鮮巫俗を研究対象とするに至 った動機である。植民地権力に

より統治対象として巫俗の研究を要請され,そ れを受けて彼 らの研究は遂行されたとする議論

が一部に見 られるが,状 況証拠 としてはともかく,研 究の初発の動機 に植民地権力の直接の関

与を見いだすことは現時点においては困難である35)。むしろ,「 神聖観念論」 を基調 とした智

城の宗教学的関心が朝鮮というフィール ドと出会 ったとき,巫 俗研究 は必然的な課題だったと

考える。要するに,朝 鮮巫俗の研究は,智 城の一貫 した宗教学/人 類学的パースペクティブ

の上に位置づけられるのである。

とはいえ,そ のことが智城の学問的実践と植民地権力との無関係を保証するわけでは決 して

ない。彼 らの調査は紛れ もなく植民地状況で遂行されており,資 金援助か ら情報収集,官 僚,

警察,軍 隊による人的サポー トに至るまで,植 民地権力の支援の下にあったことは事実である

[赤松智城満蒙調査行程表参照]。 また,彼 らの産み出した民族誌記述が植民地状況を対象化 し

得たかといえばそれは疑わ しいし,そ もそも,「原始宗教」 を志向するスタンス自体 に内在す

るオ リエ ンタリズムを指摘することも可能だろう。

しか し,だ か らといって,(秋 葉隆はさておき)智 城の発言が植民地権力を容認 し補完するも

のであったかといえば,そ れ もまた疑問な しとはしない。む しろ,智 城 の発言は植民地権力に

対 して一種の批判的距離をキープしていたのではないか,と いうのが筆者の見解である。たし

かに智城 は,植 民地朝鮮における宗教学の権威 として,植 民地の宗教政策,文 化統治 に関わる

各種の公職 に関与 し,一 見 したところ植民地主義的な発言も行 っている。だが,そ の内容をよ

り詳 しく見るな ら,智 城の相対主義的な宗教観は一貫 してお り,か っ,植 民地権力による宗教

統治の限界を指摘するもののように見受 けられる。

この点,や や詳細に検討 してみよう。智城の発言が植民地主義との共犯関係を問われるのは

例えば次の一節である。

か くて私 は内鮮の交渉をも考慮 し公平にこれを観て,わ が朝鮮の巫俗を善導する根本的一

方策 は,既 述せる如 く多少歪曲されてその巫俗の中に包容された仏教的要素をば,巫 蜆と

その信者の間に宜 しく正統化 して以てこれを所謂真実教 としての仏教に更に浄化発展せ し

めることに在ると信ずるのであって,要 するに従来余りに閑却 されてゐた宗教的教化若 く

は宗教的社会教育の民衆に対する適切なる実施が今この場合にも又切実に要求 されると思
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ふのである[赤 松 ・秋葉1938:320-321(赤 松執筆部分)]。

『朝鮮巫俗の研究(下)』 の最後を締めくくるこの一文 は,い かに朝鮮巫俗の詳細な理解を示

したにせよ,そ れを 「善導」すべき劣位の宗教,仏 教へと 「浄化発展」すべき遅れた信仰 と措

定 している点で,植 民地権力による宗教統治,信 仰への暴力的介入を容認 ・正当化するロジッ

クに過 ぎないのではないか。 この一文をそう理解することは可能であり,唱また じっさい,当 時

の文脈においてそう理解 された蓋然性はきわめて高い。

だが,智 城の他のテクス トを参照するなら,主 張の力点 は必ずしも 「善導」「浄化発展」 に

はないように思われる。

まずそもそも,智 城において仏教は必ず しも宗教進化のファイナル ・ステージではなかった。

智城の仏教認識を示すテクストは決 して多 くはないのだが,た とえば 『宗教学上より観たる真

言密教の特質』[1927]に おいては,真 言密教の神秘主義的,呪 術宗教的側面が注視され,メ

ラネ シアのマナ観念やネイティブ・アメリカンのオ レンダ観念 といった,い わゆる 「未開宗

教」における神聖観念との比較が試みられている。仏教が高度な形式的発展を遂げた世界宗教

の一っであるにせよ,そ の根底に横たわる神聖観念には人類史的普遍性が存在する,と いうの

が智城の仏教認識のように思われる。

また,昭 和10年11月27日,京 城師範学校において開催 された 「心田開発座談会」[赤松 ・

他1936]に おける智城の発言は相当ユニークな位置を占めている36)。

総督府主導の官制運動 「心田開発運動」をめぐり,教 育現場の当事者たちが中心となって意

見交換する,と いう座談会の基調において,「 実は夏期大学で宗教教育の話をしろといふこと

でありましたから,そ の方に二日ばかりやったんで大分そのほうで話 し尽 くした為に,余 り種

がないのです」 とネタ不足をかこち[同 前22],あ るいは,「 山田さん当局のほうで心田開発

と言ってをるのはどういふ意味か御説明できないですか」と当局の意図の確認を求めるなど

[同前コ,智 城は巧妙に発言を避けている。どちらかといえば宗教教育,情 操教育の手段をめぐ

る技術論に流れがちな雰囲気に対 して,智 城が 「原理的」 ともいうべき介入を行うのは座談会

のほとんど最後である。

智城は,「 最初か ら皆様のお話を承 りまして一々同感」 と参加者に同意を示 しなが ら[同 前

52],「 宗教的とかいふ ことに付いて少 し概念的な言ひ方になりますけれども申 し上げたひと思

います」 といって語 り出す[同 前53コ。だが,そ の論旨は 「同感」からは程遠い。

宗教の本質といふ ことを私共よく申すのでありますが,さ ういふものは詰 り既成宗教と言

はれる色々の宗教の根底,宗 教一般の根底にあるものであ りまして,さ ういふものは本来

私共に与へ られてをるものなのであります。分 りい ＼言葉で言ひますと,普 遍的な宗教性
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が他の道徳的良心,芸 術良心と同じやうに私共には本来与へ られてをると云ふのでありま

す。その証拠 は今色々宗教的な話を承 りますと,私 のやうな頑愚な者で も成程有難いと感

ずる,そ の感ずる所のものが私の中にあるのですから,普 遍的な宗教性を与へられてをる

訳であります。なんにも私にないなら,ど んな偉い方がどんなに有難 くお説 きになって も

分 らぬ訳でありますが,よ くお説きにならなくても,一 言お説 きになっただけでもひよっ

と思ふ,そ れは私 に宗教性が与へ られてをるか らあなた方が仰 しやるとその言葉を縁 とし

て私の中にあるものが出て来るでありませ う。さういふ普遍的な宗教性を,私 は宗教の本

質だと言ってをるのであります[同 前]。

「宗教の本質」 とは多様な既成宗教の根底に横たわる神聖性への感受性であり,そ れは普遍

的である。 これが智城の宗教認識の出発点である。そ してその 「宗教の本質」に具体的な形式

を与えた結果が現実の多様な既成宗教である。

さういふものが私共に本来与へられてをるのでありま して,そ れが宗教 の本質であります

けれ ども,そ れは言 はば本質形式でありまして,一 っのフオームで丁度真とか,善 とか,

美 とかの観念が我々に与へられてをるといふ場合に,そ れは一っの形式として型が与へ ら

れてをるのでありま して,そ の型の中に色々のもの,所 謂素材が入って具体的な色々の宗

教的信仰 とか,宗 教意識とか,宗 教上の色々の行動が現はれて来 ると,少 し概念的な言ひ

方でありますけれども,思 ふのであります[同 前]。

では,宗 教教育はどうなるのかというと,「 それで教育の方の問題に結付けて考へますと,

既成宗教をその儘学校に持って来 ることは法令も許さぬことでありませ う。殊に官公立の学校

ではさうでありませう。学校は寺院の延長ではありませぬか ら,既 成宗教を持って来 ることは

出来ないのであ ります」と[同 前54],現 行制度における既成宗教 の介入 を明快 に否定 し,

「宗教の本質」にっいての知識を与え,学 習者 に信仰を選択す る基礎を与える 「一般的な宗

教々育」を提唱する。

さういふ宗教性は非常に広いものでありまして,そ れに対 して既成宗教 は狭義の宗教 と申

してをります。学校教育に於てや り得ることは勿論一般的宗教々育でなければならぬ。特

種的な,宗 派的な教育であってはならぬでありませう。[…]兎 に角表面上,既 成宗教の

教理の組織,方 法をその儘学校に持って来ることは出来ない。併 し答申案の中にもありま

したやうに,学 校の宗教的な教材を与へて宗教的な情操を酒養することは十分出来ます。

[…]唯 学校ではさういふ宗教上の或る理解を与へ,将 来その子が大きくなって家庭及び

一12一



赤松智城論ノオト(菊地)

社会の上色々の環境の影響に依って自分がこの宗教を採るとか,或 はこの信仰を堅 く信ず

るといふ為の一つの準備としてその素地を造ることが学校の教育に於て差当 り要求 される

ことではないかと思ふ。この信仰を採れとか,こ の宗教を信ぜよといふ ことは,官 公立の

学校 に於ては正面か ら要求されることでもなし,又 さうすることは弊害があるかと思ふの

であります。言葉が少 し至 りませぬけれども,さ ういふ風に私 は思 うてをります[同 前

54-55]。

ここか らさらに道徳教育へと話が進み,議 論は意外な展開をみせる。

最後に道徳教育の問題でありますが,学 校に於て修身科で道徳教育をやってをる。さうし

て教育の御勅語を第一に掲げておや りになってをる。 これは当然なことであります。所が

第一……これは少 し言葉が失礼に当った ら御免を蒙 りたいと思ひますが,教 育の御勅語 に

致 しましても,初 めに 「國ヲ肇ムルコト宏遠二」 といふ建国の永遠性,或 は皇室の無窮

「天壌無窮ノ皇運」 といふ ことが出てをりまして,さ ういふことが,教 育勅語の根底にあ

る訳であります。今 日国体の明徴といふとさういふ風な建国の悠遠 とか,無 窮の皇運とか

言ふ訳ですが,先 もお話出ましたや うに,無 窮とか悠遠 とかを理解 し,更 に進んでそれを

信ずることに於ては,ど うして も宗教的な意味を持たざるを得ないと思ふ。少 し言葉がぞ

んざいになりますけれども,普 通の人間的なこと,或 は人間的なことを対象 としてをる道

徳の範囲は少 し越えてをることになるのでありま して,実 にあらたかな,賢 い,尊 い,有

難いことがそこにある訳です。そこ迄行かなければ悠遠とか,無 限とかと言っても,何 に

もならぬ。それを他の既成宗教の方で言へば,限 りなき命や無量寿の如来であるとか少な

くとも一脈通ずる宗教的な意義を持ってを らなければならぬのであって,又 現に持つてを

る。 「天皇は神聖にして侵すべか らず」 神聖といふ考が我々に取っては大いにある訳であ

りまして,天 皇は神様である,だ か ら教育勅語は神聖な神様の御言葉であると信ずること

に依 り,又 説 くことに依って,本 当に生命が育まれると思ふのであります[同 前56]。

微妙な表現ではある。だが,こ こまでの議論を踏まえるなら,道 徳教育において天皇制とと

もに現れる 「宏遠」「悠遠」「無窮」 という言葉は,人 知の領域を超えた 「神聖なるもの」をめ

ぐる概念であり,そ れは既 に一っの宗教にほかな らない,と いう理解を示 したものと思われる。

「これは少 し言葉が失礼に当ったら御免を蒙りたいと思ひますが」「少 し言葉がぞんざいになり

ますけれども」という言葉 は,そ の危 うさを自覚を示 した もののように思われる。そして赤松

の発言は次の一節で閉 じられる。
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どこ迄 も学校教育に於ては信教の自由は原則として立てなければな らぬ ことでありますか

ら,既 成宗教の何教何派に偏ることはいけませぬ し,又 学生や生徒が将来如何なる宗教生

活をせられるかは,児 童なり家庭なりに委せたら宜いのであって,学 校教育に於ては一般

的な宗教的な情操を損はないやうに育て ＼行 くことを,色 々の教材を通 してやることが今

の差当りの学校教育に於て行はるべきことだと思ひます。だか ら師範学校に於て,さ うい

ふ先生になるべき者に向って,差 当 り宗教の知識を通 して理解を与へるということをおや

りになるに付いては,矢 張 りその方の専門の教師を師範学校に於て,或 る方法を以て置か

れるが宜い。丁度倫理学,法 制経済を教へ られると同 じや うに,宗 教上 の知識を授 けられ

る先生を置 く。師範学校へ宗教科を入れる入れないといふ ことは,今 問題になってをりま

すが,そ れは適当な方法でお入れを願ふことは,是 又至当なことであると,私 は信 じてを

るのであります[同 前56-57]。

「信教の自由」 が貫かれるべき学校教育において必要なのは,既 成宗教の強制ではなく,宗

教一般に対す る知識の付与であり,そ のためには,教 員に対 して宗教学的知識を授与すること

が至当である。座談会における発言 としては妥当な落としどころなのかもしれない。だが,既

成宗教の 「何教何派」に 「天皇制」 も含まれるとすれば,決 して穏当な発言ではないだろう。

その不穏 さに座談会の参加者がどこまで気付いていたかは不明であり,ま た智城 自身,自 身の

発言の論理的帰結をどのように認識 していたかは定かではない。だが,智 城の発言を突き詰め

れば,た しかにそこにたどり着 く。

いずれにせよ,智 城の主張の力点は,学 校教育をはじめ,政 治権力が宗教へ過度に介入する

ことをいかに阻止す るのか,に あると思われる。だ とすれば,先 に掲 げた仏教への 「善導」

「浄化発展」という発言 も別の理解が可能だろう。

ここで,や や長 くなるが,朝 鮮総督府中枢院編 ・発行r心 田開発に関する講演集」所収 「朝

鮮の仏教 と民間信仰」[1936]の 末尾の一段落を引いておこう。

そこに上来簡述 した朝鮮の仏教 と,民 間信仰との関係といふことか ら,最 後 に今日問題 と

なってゐる心田開発の方法 に就て少 しく考へて見ますと,先 づ所謂公的な宗教であった仏

教を更に振興 し浄化することが必要であると共に,民 間俗信の中には仏教的な要素が頽れ

てはゐるが,尚 ほ多分 に含まれて居 りますか ら,こ れ も浄化 し向上せ しめることに努めね
ハナニム

ばな らない。然 しそれと又相伴ふて朝鮮固有の信仰,例 えば壇君 とか或は天人といふやう

な信仰をもそこに考慮 して,っ まり仏教と民間の信仰とが互いに並立 して,而 も調和す る

ことが可能であり,又 これを可能ならしめるやうにすることがよいので はないかと思ふの

であります。唯 しか しそれは一の理想か空想であると言はれるか も知れないけれども,私
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は種々の信仰が並立 し調和 して居ることの実例を,現 に我が日本内地の仏教徒に於て見る

のであります。即ち健全なる信仰を持って居る我が国民は,氏 神にも参拝するし檀那寺に

も参詣する。 日本の仏教徒は何れも祖師の遺訓に依 りまして,諸 神諸仏菩薩をおろそかに

せず,又 してはな らない。そこには両立調和の関係を保って居るわけでありまして,朝 鮮

に於て も又さふいふ関係が実現 し得る可能性があると信ずるのであります。然 し差当 り最

も警戒を要することは,民 間大衆に本来与へられてゐる宗教的情操を徒 らに軽蔑 したり弾

墜 した り,撲 滅 しや うとすることであります。例へば巫俗に関しましても,そ れは多 くの

婦女子の俗信ではありませ うが,そ れを唯弾墜 したとして も 尤 もそれは弾歴 しても

尽 く撲滅 され るものではありませんが 一 それに代わるべき勝れた宗教を与へればよい

が,そ れを与へず して唯撲滅 しようとするだけでは,心 田の開発にも信仰心の啓培にもな

らない。 この点 は厳に注意 しなければならぬと思ひます。尤 も俗信の中には怪しい迷信も

あつて,警 察の処罰令に触れるやうなものは勿論取締まらねばならぬが,し かしさきにも

申 したやうに,そ の中には相当に仏教的な要素もありますから,そ れは助長 して向上させ

るや うに進めて行かなければならぬ。濫りに信仰心を弾墜 しようとすることは宜 しく警戒

しなければな りません。そこで要するに従来余 りに閑却されてゐた宗教的教養,或 は宗

教々育の適当な実施が今 日どの方面にも頗 る必要であると考へる次第であります[赤 松

1936:168-169コ

ここで もやはり 「仏教」の 「浄化」 という文言が現れるが,主 張のポイ ントはむしろ,「迷

信」の 「撲滅」「弾墜」がもたらしかねない民心の荒廃に対する警告,さ らには 「撲滅」の不

可能性である。 そ して,「 仏教」 とは,そ のための一種の予防線と考えられる。 日本人が神社

と寺院の両方に参るように,朝 鮮人が仏教と巫俗の両方を信仰 してもかまわないではないか。

そう主張する智城にとって,巫 俗 と仏教の混清,あ るいは,巫 俗における仏教的要素を指摘す

ることは,巫 俗を弾圧する植民地権力にその暴力を思い止まらせるための一っの方便なのであ

る。

「然 し差当り最 も警戒を要することは,民 問大衆に本来与へ られてゐる宗教的情操を徒 らに

軽蔑 したり弾墜 したり,撲 滅 しやうとすることであります」。 ここに智城の問題意識が集約さ

れているように思われ る。 それは必ず しも朝鮮民衆の抵抗 と独立のためではなく,「宗教」 に

対する 「権力」の介入を回避するという問題意識が,宗 教人類学的方法に根ざした朝鮮巫俗の

理解と結びっいた結果であると思われる。

いずれにせよ,智 城 の植民地/人 類学が当時のコンテクス トにおいて持ち得た可能性と限

界性は,も う少 し注意深 く押さえることが必要だろう。

-15



人 文 学 報

*

以 上,近 代 日本 の仏 教 者 と して生 ま れ,西 欧 の 宗 教 学/人 類 学 に学 び,植 民 地 朝 鮮 の 巫 俗

を研 究 した 一 人 の 宗 教 人 類 学 者 を 検討 して き た。 本 稿 で 概 略 を紹 介 した 徳 応 寺 所 蔵 資 料 は,赤

松 智 城 の 実 像 を 考 え る に あ た って 重 要 な資 料 で あ る こと は疑 い な い。 だ が,そ れ で もな お,近

代 日本 仏 教 と植 民 地 朝 鮮 人 類 学 の 狭 間 に生 き た智 城 の 「肉 声 」 に迫 る こ と は,依 然,困 難 な課

題 で あ る。

最 後 に,珍 し く智 城 の 「肉 声 」 が 聞 こえ る資 料,大 正10年(1921)春,智 城 が 妹 ・常 子 に

与 え た絵 葉 書 の一 節 を 紹 介 して 本 稿 を閉 じる こ と と しよ う。

其 後 英 語 の勉 強 は ど うで す か 。 一 通 り英 語 を す ま した ら,フ ラ ンス語 を お や りな さ い。 巴

里 の 女 は皆 仲 々賢 くて,日 本 の 男 よ り もズ ッ ト倒 巧 です 。 そ して 割 合 に質 素 で す 。 裁 縫 も

や れ ば料 理 も作 ります 。 子 供 も育 て ます。 巴里 の大 学 に は女 学 生 が 男 学 生 の三 分 一 位 は居

ります 。 私 も現 在 ヘ ブ ライ語 を フ ラ ンス の女 か ら習 て ゐ ま す 。 そ の 女 は 巴里 の 大 学 生 で す。

女 大 学 生 で は あ るが,日 本 の女 学 生 よ り もオ トナ シク て親 切 で す 。 大 体 日本 は女 に限 らず

全 て 大 改 造 の必 要 が あ ります 。

付記 徳応寺所蔵資料 の調査 にあた って は赤松家の皆様(赤 松恵氏,赤 松 泰城 氏,赤 松湘子氏)か

ら一方 な らぬ便宜 を御提供 いただ き,と りわ け態氏 か らは義父 ・智城 の晩年 にっ いて貴 重な回

想をお聞かせ いただ いた。 智城 の徳山中学 時代 に関 して は,徳 山高校 同窓 会担当 の山本達 臣氏

より資料を提供 して いただ いた。 また,人 文研助手 の李昇 樺氏,久 保 昭博 氏,田 中祐理子氏,

谷川穣氏,藤 原辰史氏 に資料収集 ・読解に関 して御協力 いただい た。 日本文化人類学会第40回

研究大会(2006年6月,於 東京大学)に お ける報告 「赤松 智城論 ノー ト 徳応寺所蔵 資料 を

中心 に 」 に対 して も貴重 なコメ ン トを頂戴 した。記 して深 謝す る。

注

1)こ の あた りの事情 を含 めた 日本 にお ける植民 地/人 類学 の研究 動 向にっ いて は拙稿[2003]

参照。

2)こ の点 を改めて認識 させ られ たのは小松和彦他編 「文 化人類学文献事典 」[2004]で ある。「他

者 や異文化 への想像力 を鍛 える必読書1800点 」[帯 コピー よりコ の文献 情報 を収録 した同書にお

いて,か ろ う じて秋葉隆 『朝鮮民俗誌 」[1954コ が立項 されて い るもの の,赤 松 ・秋葉共著 の 『朝

鮮巫俗 の研究』[1937-38],「 満蒙の民族 と宗教』[1941]に は項 目も言及 もな く,「赤 松智城 」

は人名索 引にす ら登場 しない。近代 日本の他者認識 と人類学の あ り方 を考え ると き,赤 松 ・秋葉

の2冊 の大 著は,功 罪 あわせ極 めて大 きな存在で あると考え られ るが,あ ま りに奇 妙な扱 いで は
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ないだろ うか。

3)も っとも,こ うしたキーワー ド的理解の妥 当性 じたい も改 めて検証 す る必要 があるだろう。

4)関 連論文 と して全[2006]が あるが,智 城 に関 して特 に目新 しい知見が示されているわけで は

ない。

5)な お,本 稿 のベース となる徳応寺所蔵資料 の調査 は岡田浩樹氏(神 戸大学)と の協 同プロ ジェ

ク トであ り,そ の成果 は改めて別 の形 で問われる ことにな るだろ う。本稿 はその中間報告 であり,

資料 の解釈 につ いて も摺 り合 わせ を経 ていな い,多 分 に著者 の私見 に基 づ くものであることを予

めお断 り して お く。

6)本 稿 にお け る資料 の引用 に際 して は,① 引用 文中 の仮名 遣 いは原 文に従 う,② 漢字 は常用漢

字 に改め る(固 有名詞 など一部例外 あ り),③ 不明瞭 な箇所 は[]で 補 う,④ 判読不能 な箇所

は■ とす る,⑤ 読み やすさを考慮 して句読点を適宜補 う,⑥ 地名 やその他の表現 に今 日的観点

か ら して不適切 な もの も歴史的資料 としての性格 を考慮 してその まま提示す る,も の とした。

7)智 城の蔵書 は彼 の最後の勤務校 とな った山 口大学 の附属図書館 に収 め られて いる。山口大学附

属図書館文理学 部分館編[1954]参 照 。

8)と はいえ,京 城 大学退官に際 して持 ち帰 った資料 の全てが残 されて いるわ けで もない。智城 の

生家 ・徳応寺 は戦災 により焼亡 してい る。 それゆえ,現 在残 されて いる智城関係資料 は,智 城が

京都 の住所 に取 り置 いたものだ った と推測 される。

9)全 京秀 も指摘 す るように,赤 松智城 を主題化 した文章 は,京 大文学部哲学科で同期だ った羽渓

了諦 の追悼文[1960],城 大で指導を受 けた泉靖一の回想[1971(1969)]ぐ らいである。 このほ

か,七 沢賢治[1977]も あるが,智 城 と直接 の面識 はな いようで,智 城 の著作 と羽渓の追悼文か

ら智城 の業 績を検討 した文章で ある。

10)も っとも,智 城関係資料 の中 には,父 ・照憧,母 ・安子,弟 妹 たちに関 わる資料 も混入 してい

る。逆 にいえば,徳 応寺 に保存 されて いる他 の赤松家の人物 に関 わる資料 の中に智城 に関わ る資

料が発見 され る可能性が あ り,さ らに詳細 な調査が必要 である。

11)履 歴書 は,作 成 日が それぞれ 「大iE十 五年 四月 日」「大正十五年 四月十 日」 「昭和二年二月二

五 日」 の3通 が残 されてい る。 いずれ も下書であ り,あ るいは昭和2年8月13日 に着任す る京

城帝 国大学 への就職 に関 わる ものか と推測される。

12)表 紙 に 「研究 ノー ト」 と題 され た1929年 のノー トには宗教哲学 ・宗教現象学 に関す る事項が

多 く,同 年 に刊行 された 『現代 の宗教哲学』[玉川学園 出版部]と 対応 す るもの と思 われる。

13)調 査 との関係 を うかがわせ る書簡 もある。 吉林市在住 の濱 田純一 か らの手紙 に記 された満州旗

人 の春秋 二季 の祭祀 についての情報 は,『 満蒙 の民族 と宗教』 の第 四章 「満州族」 の四 「満州旗

人 の祭祀 」の注(一 〇)に 利用 され ている[赤 松 ・秋葉1941:219]。

14)点 数 のみを あげてお くと,ア ルバ ム6冊(322カ ッ ト),写 真124カ ッ ト,フ ィルム166カ ッ

ト,ガ ラス乾板25枚,絵 葉書67枚 が残 されている(た だ しこれ は単純な点数で同一 カ ッ トを含

ん でい る)。

15)寺 務関係資料 として は,黒 い小箱 に,冊 子2種3冊(『 宗 教法人令 宗教法人令施行規則』[刊

年不 詳]お よび 『昭和十二年十一月調査 卒業生名 簿 元私立徳山女学校』[1937])の ほか,戦

災 で焼 けた寺 の再建 に関わ る請求書,領 収書等 を まとめた封筒6点,地 図 「徳 山市墓 苑設計図

縮 尺1/1200」1点 が収 め られてい る。 このほか,通 帳類65点 も残 されている。

16)葬 儀関係 と しては,2点 の封筒 に収 め られ た,請 求書,領 収書 メモ類,案 内状,式 次第,役

割表,故 人略歴,式 場 写真,弔 電,等 々が含 まれてい る。 とりわ け興味深い のは130通 の弔電で,
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親類 縁者 のほか,智 城 と交流のあった研究者,妹 ・常子 と関わ りのある政 治家 ・政治団体 か らの

ものが含 まれてい る。学者 関係で は,高 田保馬,羽 渓了 諦,塚 本善 隆(以 上,京 都大 学),石 津

照璽(東 北 大学),長 沢信寿(九 州大学),小 笠原宣秀,桐 漢順忍,工 藤成性,二 葉憲香,星 野元

豊(以 上,龍 谷大学),石 田光之,中 野義照(以 上,高 野 山大学)の ものが ある。 政治家 ・政 治

団体関係 では,国 会議 員か らの もののほか,「伊勢神 宮労組 」か らの ものが含 まれて いる。

17)合 計36点 が残 されてい る。照憧 の漢詩文 は智城編 「尚白詩 文集』[1937]と して刊行 されて い

る。

18)た とえば,京 都帝国大学文科大学(後 に文学部)の 紀要 「芸文」 に掲 載 され た 「宗教起 源論 の

主要 問題 」 に は,「 人類学 的宗教学(AnthropologicalScienceofReligion)」 とい う語 が用 い

られ[赤 松1911:85],タ イラーやスペ ンサーの説が論 じられて いる。

19)な お,近 代 日本 にお け る仏教学 ・宗 教学 ・人類 学 の 展 開 に 関 して は,伊 藤[2005],小 口

[1956],木 村[2005],末 木[2004],林[2002]を 参照 した。

20)照 憧 ・安子夫妻に関 して は,赤 松安子[1915],林 ・清水[1963],脇[1983][1984][1986]

参照。

21)常 子に関 して は,赤 松常子編集委員会編[/977]参 照 。

22)こ の点 に関わ るもの と して,三 男 ・義麿 と三高在学 中に同期だ った山口県出身 の民法学者 ・末

川 博(1892-1977京 大教授,立 命館大学長)の 回想 を,や や長 くなるが引いて おこ う。「義 麿君

と私 とが知 りあ ったの は,い っの ことか,ハ ッキ リしない けれ ど も,と にか く,大 正 の初,京 都

の第三高等学校 に学 んでいた ころのことである。義 麿君 は,当 時 の一部 乙類(主 と して文学部 に

進 む者 のいた クラス)に 席をお き,私 は一部 の丙類(語 学 で ドイッ語 を主 とす るク ラス)に 席 を

おいていたか ら,日 々 はい る教 室はちがっていたのだが,同 じ山 口県 の出身 とい うよ うな ことか

ら親 しくな ったのか と思 う。それに,そ の ころの高等学校 で は,生 徒数 も少 なか った上 に,文 芸

論 とか人生論 とかい ったよ うな ことを論 じあう仲間が,ク ラスを離 れて,集 まる機会 が多か った

ので,そ んな機会 に親 しくな ったので ある。 しか も,赤 松 とい うのは,義 麿君 たちの祖父 にあた

る赤松連城 師やお父 さんの赤松照憧師,お 母 さんの赤松安 子女史 などの高名 によ って,私 には子

ど もの時 か らよ く聞か されていた名前 なので,何 とな く親 近感が あ ったよ うに思 う。 そ して義 麿

君 の次 の弟 の克 麿君 は,第 三高等学校 で私 たちよ りも一級 下で あった けれ ど も,夜 おそ く私の下

宿 にや って来て議 論を吹 きかけ,口 論 の果 ては二人 とも疲れて,い っしょにセ ンベイぶ とんをか

ぶ ってねたよ うな こともあ って,こ れ も親 しくしていた。 また,そ の次 の弟 の五百麿君 は,昭 和

の初 ごろ,私 の宅で食事を共に しなが ら,政 治問題や社 会問題 を論 じあ った こと もあ った。なお,

今徳 山にい られ る長兄 の智城先生 に もベル リンでな くな った次兄 の信麿 さん に も知遇 を得てお り,

妹 の常子 さんに もお 目にかか った ことがある。 この ように,赤 松兄弟 とは深 い関係 があ るので,

話 をす るときに も,赤 松君 とは呼ばないで,義 麿君 とか克麿君 とか五 百麿君 とか それぞれ区別 し

て呼 ぶよ うにな っていた。 そしてその三君 がすで に亡 いことを思 うと,ま ことにさび しい」[末

川1958:A]。

23)連 城 に関 しては 「赤 松連城」 研究会[1982-84]参 照。

24)山 口県 立徳 山高等学 校百 年史編纂委 員会編[1985:221]参 照。同書 には智城 が徳 山中学 の

『校友会雑誌 』1号[1903?]に 寄 せた 「瑞艇命名進艇式の記」(同 校 に寄贈 された ボー トの進艇

式 レポー ト)も 再録 されて いる。以上 に関 しては,徳 山高校同窓会担 当の山本達 臣氏 よ り御教示

いただいた。

25)『 龍南 会雑誌」107[1904.ユ0コ 所収 「在寮文科生懇話会第一 回」 お よび同108号[1904.11〕 所
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収 「在寮 文科生懇話会第二回」参照。

26)『 龍南会 雑誌』117号[1906]「 雑報」覧 に入学式 において 「旧生徒惣代赤松総務委員立て挨拶

す」 とあ る[70頁]。

27)深 草 義平 「第五高等学校仏教青年会沿革」[1921コ によれ ば,五 高仏教青年会 は五 高開学 とほ

ぼ時 を同 じくして設 け られた大 日本仏 教青年会熊本支部 が,智 城 の入学直後 の明治37年9月 に

改称 した ものであ り,「当時本会 の幹部 に赤松智城氏大塚治雲氏興 元達全氏猪股仏譲氏等 ありて

その活動愈 々 目覚 ま しく市内鋤之身崎の白川河畔 に白川洞 なる五高仏教青年会会員合宿所 を設 け

て益 々本会の堅実 を計 りた り」 と精力的な活動ぶ りが伝 え られて いる[深 草1921:347コ 。

28)第 五 高等学校編 ・発行 『第五高等学校一覧 自明治三十九年至明治 四〇年』[1906]参 照。 こ

の うち高田 と清原 は専攻 は異 なるものの,智 城 と同期 に京都帝国大学文科大学 に入学す る。

29)高 木 は智城 の在学 当時か ら校友会誌 「龍南 会雑誌』 に比較神話学 に関 する論文 を発表 してい る。

卯野 木盈二編[1976]参 照。

30)京 大文学部 の制度 的事項 に関 して は京都大 学文学部編[1956]を 参照 した。

31)智 城の徳 山中学 の後輩 で後 に京大文学部の英文学教授 となる石 田憲次(1890-1979)は 次のよ

うに述べて いる。 「私が京都帝 国大学文科大学に注意 を吸いっけ られたのは,中 学 の大先輩赤松

智城 氏が五高 を卒 えて入学 され,我 等 の校友会誌 に近況報告 の手紙 を寄 せ られたのを眼 に した時

であ る。其慮 には盛沢 山の講義 が羅列 してあってどれ も皆聴 きたい ものばか りとい う風 に書かれ

てい たと記憶 す るが,中 学五年の私 は殆 どわ くわ くす る思 い して それを読んだ。[…]私 はそれ

[京大 入学コ に先 立 つて前記 の赤 松氏 に色 々御 教示 願 い,上 洛後 も何 か と気 をつ けて頂 いた」

[1956:452-453コ0

32)日 本 史家 ・柴[H実(1906-97)は 西田直二郎 に関 す る文章 の なかで次 の よ うに述べ て いる。

「[西田直二郎]先 生 と同 じ史学科第一期生 には,清 原貞雄 ・江馬 務 ら七人,同 期の哲学科 に兼常

清佐 ・武 内義雄 ・福井利吉郎 ・高 田保馬 ・赤松智城 ほかの人々がお り,学 科の別を こえて学部全

体が きわ めて親密 な関係 にあ り,西 田先生 は上記諸 先生の誘抜 と,学 友 との交遊を通 じて,そ の

学問 と性格 を形 成 されて いった」[1978al190]。

33)フ ラ ン ス に 関 して は,パ リ大 学 文 学 部(UNIVERSIT亘DEPARIS/FACULTEDES

LETTERS)身 分証(1920-21),国 立図書館(BIBLIOTHEQUENATIONALE)の 利用証

(1921.5,21-30),国 立高等研究院(亘COLEPRATIQUEDESHAUTES亘TUDES)身 分証

(1920.9-1921.6),東 洋言語専 門学校(ECOLESPECIALEDESLANGUESORIENTALES

VIVANTES)図 書館利用証(1920.9-1921.6),ギ メ美 術館(MUS亘EGUIMET)図 書館利

用証(1921,2.1-12.31)な どが残 されている。

ド イ ツ に 関 し て は,ド イ ッ 東 洋 協 会(DEUTSCHEMORGENLANDISCHE

GESELLSCHAFT)会 員証(1923),ド イッ 。イス ラーム学協会(DEUTSCHEGESELLSCHAFT

FURISLAMKUNDE)の 活動案 内などが含 まれている。なお,欧 米留学中 にイスラーム近代 主

義者 と面識 を もった ことが赤松[1942:6]に 記 されて いる。

イギ リスに関 して は身分証 の類 はないが,徳 応寺所 蔵 のクロポ トキ ン著 のパ ンフレッ ト 「An

AppealtotheYoung』 に1923年5月6日 にロン ドンにおいて入手 した 旨が記 されている。

そのほか,留 学 中にギ リシャ,エ ジプ トを訪れ た ことがパ スポー トか ら確認 で きる。ギ リシャ

に関 して は特 に関 連 資料 を見 出 せ なか ったが,エ ジプ トに関 して は,考 古 遺 跡入 場許 可証

(SERVICEDESANTIQUITESDEL'EGYPTE)が 残 されて いる(全 京秀[2005:160]に

「旅行証 明書 」 とあるのは多分 これの こと)。なお,帰 国後,『 民族 』誌(1/3-6)に 発表 した
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「古代文化民族 に於 けるマナの観 念に就 て」[1926]に お いて,古 代 エ ジプ トの神聖観念 「カー

(ka)」 に多 くの頁 を割 いている。

34)宇 野 の経歴 につ いて は伊藤[1978],西 田の経歴 について は柴 田[1978a,1978b]参 照 。 なお,

宇野 には 「レヰ ブ リユ ール氏 の思 出」[1939]と いう一文が あ り,大 正9年(1920)春 に来 日 し

た レヴィ=ブ リュールが上洛 した際,京 都 を案内 した ことが回想 されてい る。宇野 と赤 松の関係

を考え るな ら,こ の機会 に智城 とレヴィ=ブ リュールが面識 を もった可能性 は十分考 え られ るが

確証 はない。

35)た だ し,調 査の進展 には植民地権力 との関係が少なか らず影響 してい る。「満蒙 の民族 と宗教』

[1941]の 「序言」 に述べ られている通 り,同 書の基礎 となってい るの は外務省文化事 業部 よ り

委嘱 され た調査事業(1933-1938)の デー タであり,昭 和7年5月,京 城帝大創立十周 年記念式

典 に際 し,元 学長で ある東方文化学 院東京研究所長 ・服部宇之吉(中 国哲学1867-1939)が 来

学 した ことが契機 となって いる[赤 松 ・秋葉1941:1]。 とはいえ,研 究計画 自体 は赤松 ・秋葉

が立案 したもので あり,ま た,外 務省側 の フィール ド調査 に対す る理 解 は必ず しも十分 な もので

はなか ったよ うであ る。

外務省外交史料館所蔵文書 「満蒙 二於 ケル民俗及宗教 ノ研究事業助 成 赤松智城 秋葉 隆 自

昭和八年 四月 至 昭和十二年十 二月」(「外務省記録H門 東 方文化 事業6類 講演,視 察

及助成 研究 助成関 係雑件 第 八巻」 レフ ァレンスコー ドBO5015882700,BO5015882800)所

収の服部宇之吉が外務省文化事 業部第一課長 に宛てた書簡(昭 和11年4月9日)は,当 初三年

度を予定 して いた調査事業を更に二年延長 するに際 して,外 務省側 か ら難色が示 された ことに対

し,次 の ように応 じて いる。

「貴課所管 ノ満蒙文化二関スル研究 ノ中,京 城帝国大学 教授赤松智城 及同秋葉隆両氏 ノ担任 ス

ル満蒙宗教土俗 二関 スル研究ハ,当 初一般 ノ例 ノ如 ク本人 ノ申出二付 審議採用 セルモノニ アラズ

シテ,満 蒙文化調査委員会二於イテ右両人 二担任 セシムル事 二決定 シ,其 ノ上 ニテ本人 等 ヲシテ

研究調査 ノ具体案 ヲ提出セ シメタルモノニ有之候。而 シテ調査研究期 限 二関 シテハ三 ケ年 ニテハ

不足ナル事 ヲ予 メ想像 シタルモ,先 三 ケ年 ヲー期 トナシ,右 期間 二於 ケル研究調査 ノ進捗 ノ模様

ニ ヨ リ,延 期 ノ必要 アル場合ニハ延期 スル コトノ予想 ヲ以 ッテ,期 間 ヲ三 ケ年 ト限定 シタルモ ノ

ニ有之候。両人 トモ熱心二調査研究 二従事致居候 モ,何 分公務 ノ余 暇 ヲ以 ツテスル ト,調 査研究

地 域ガ危 険区域二属スルモ ノアル トニ依 リ,未 調査研究 ヲ了 セザル地方 有之,労 当初 ノ予 想 ノ如

ク猶ニケ年 ノ延期 ヲ許 可セ ラル ＼事 二願度候先ハ右申上 度候」。

36)参 加者 は,智 城の ほか,安 昌基(明 倫学院講師),今 泉隆宣(龍 谷 高女 学監),鎌 塚扶(総 督府

編 修官),肥 塚正太(報 徳会理事),松 木 巳之助(丁 子屋主 任),白 井成 允(京 城帝大教授),関 勝

弥(天 晴会理事),高 橋 濱吉(京 城女師校長),津 田栄(城 大予科 教授),丹 羽清 次郎(Y・M・

C・A),野 々村修瀕(京 城女高普教諭),長 谷川行栄(高 野 山院代),日 吉 春吉(京 畿 道社会主

事),藤 吉虎秀(龍 山小学校長),松 月秀雄(京 城帝大教授),山 田直記(総 督府視学 官),山 本吉

久(校 洞普校長),渡 辺信治(朝 鮮初等教育研究会長)で ある。 なお,座 談会 の主催者 「朝鮮 初

等 教育研究会」 は,「 京城師範学校 の附属学校の職員を以て組織」 された研究会 で機 関誌 『朝鮮

の教育研究』 を刊行 している[赤 松他1936:20]。 また,心 田開発運動 にっ いて は川瀬[2002コ

参 照。
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文献(智 城 著作 を除 く)

赤松常子編 集委員会編1977『 雑草の ようにた くま しく一 赤松常子 の足 あ と一 』 赤松常子顕

彰会

赤松安 子1915「 清 淑院全集」金蘭会 出版部

「赤松連城 」研究会編1982-1984『 赤松連城資料(上 ・中 ・下)』 本願寺 出版部

秋葉 隆1931「 朝鮮巫俗 に於 けるデュア リズム」 『朝鮮』192

秋葉 隆1937「 徳物 山 と鶏龍 山」 『朝鮮』267

石 田憲 次1956「 生 徒か ら学生 へ」京都大学文学 部編 ・発行 「京都 大学文学部五十年史』

泉靖 一1971「 思 い出 の人 々 文化 人類学 の歩み 」「泉靖一著 作集6文 化人 類学 に何

を求 あ るか』読売新 聞社(初 出は 「東京新聞』1969年6月17日 一7月29日)

伊 藤亜 人2005「 日本人の巫俗好 き」 「韓国朝鮮の文化 と社会』4

伊 藤幹 治1978「 宇 野円空」伊 藤幹治 ・森鹿三 『日本民俗文化大系11内 藤湖南 ・宇野円空』講

談社

宇 野円空1939「 レヰ ブ リユール氏の思 出」『季刊宗教研究』1/1

卯 野木盈二編1976「 高木敏雄 初期論文集 上』高木敏雄顕彰会 ・共同体社

小 口偉一1941「 書評:シ ャマニ ズム研 究へ の寄与 赤松 ・秋葉両教授の 「朝鮮巫俗の研究』及 び

「満蒙 の民族 と宗教 』」『宗教研究』 季刊3/2

小 口偉一1956「 宗教学五 十年 の歩 み 一 東京大学 宗教学講 座創設五十 年を記念 して 一 」『宗

教研究』147

荻生 茂博2002「 崔南 善 の 日本体験 と 「少年』 の出発 東 ア ジアの く近代 陽 明学〉(m-1

-」 「季刊 日本思想史』60

川瀬貴也2002「 植民地期朝鮮 における 『心 田開発運動』政策」「韓国朝鮮 の文化 と社会』1

菊地暁2003「 帝 国 の 『不在」 日本の植民地人類学 をあ ぐる覚書 」 山本有造編 「帝国の

研究』名古 屋大学 出版会

菊地 暁2005「 主 な登場 人物 京都 で柳 田国男 と民俗学 を考 えてみ る 」『柳 田国男研究論

集」4

金廣植2006「 植民 地 『郷土」 を研究 す る ことの意 味 朝鮮 学,朝 鮮 民俗 学,孫 普泰 の再 考

」 『大阪大学 日本学報』25

京都大学文学部 編 ・発行1956「 京都大学文学部五十年史』

木村清孝2005「 日本 における仏教研究の百年」『宗教研究」343

小松和彦他 編2004『 文化入類学文献事典』弘文堂

坂野徹2005「 帝国 日本 と人類学者』勤草書房

柴 田実1978a「 解説(西 田直二郎先 生 と 「日本文化史序説』)」西 田直二郎 「日本文化史序説(三)』

講談社学 術文庫

柴 田実1978b「 西 田直二郎」 柴田実 ・西村朝 日太郎 『日本民俗 文化大 系10西 田直二郎 ・西村

真次」講 談社

渋沢敬三1993「 渋沢敬三著作集4南 米通信 雁信集 ・旅譜 と片影」 平凡社

末川博1958「 赤松義 麿君 をお もう一 序 にかえて 一 」 赤松義麿 『美 の原理』 赤松義麿遺稿 出

版刊 行会

末木文美士2004「 近代 日本 と仏教』 トラ ンスビュー

第五高等学 校開校五十年記念 会編1939『 五高五十年史』
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全京秀(岡 田浩樹 ・陳大哲訳)2004[原 著1999コ 『韓国人類学 の百年 』風響社

全京 秀2005「 赤 松智 城 の学 問世界 に関す る一考察 一 京城帝 国大学 時代 を中心 に 一 」『韓国

朝鮮 の文化 と社会」4

全京 秀2006「 植民地 の帝 国大学にお ける人類学的研究 京城帝 国大学 と台北帝 国大学 の比較

」岸 本美緒編 『「帝国」 日本 の学知3東 洋学 の磁場」 岩波書店

全成坤2002「 崔南善 におけ る檀君神 話の発見 と親 日派 の再解釈 一 植民地朝 鮮 におけ る 「同化

政策』 をめ ぐって」 「大 阪大学 日本学報」21

徳応寺1992『 寺史』徳応寺

七沢賢治1977「 赤松智城 」『宗教学年報』21[特 集:日 本宗教 学の人 々]

南根祐2004「 「実践 的』 ナシ ョナ リズムの虚実 宋錫夏 の 「朝鮮民俗学 』 を中心 に 」 佛

教大学総合研究所編 ・発行 『佛教大学総合研究所紀要』 別冊 「近代国家 と民 衆統合 の研究

祭祀 ・儀礼 ・文化 」

野村伸一2001「 特集:村 山智 順が見 た朝鮮民俗」 「自然 と文 化』66

野村伸一2002「 李能和 「朝鮮 の巫俗」 註(上 ・下)」 「慶鷹義 塾大学 日吉紀 要 言語 ・文化 ・コ

ミュニケー ション』28-29

羽渓了諦1960「 赤松智城博士 を悼む」「宗教研究』163

林 い し ・清水 しげ編1963『 白梅』元徳 山女学校同窓会

林淳2002「 近代 日本 における仏教学 と宗教学 一 大学制度 の問題 と して 」『宗教研究」333

深草義平1921「 第五高等学校 仏教青年会沿革」「龍南 会雑誌 』176

山 口県立徳 山高等学校百年 史編 纂委員会編1985「 山 口県 立徳山高等学校百年 史』 山口県立 徳山高

等学校

山 口大学30年 史編集委員会編1982『 山 口大学30年 史」 山口大 学

山 口大学附属図書館文理学部分館編 ・発行1954『 山口大学 赤松 文庫図書 目録」

脇英 夫編1983「 赤松 照憧 ・赤 松安子 夫妻年譜 一 社会事業 を 中心 に 」 『徳山地方郷 土史研

究』4

脇英世1984「 赤松照憧 の部落 改善セ ッルメ ント活動」 『山口県地方史研究」52

脇英世1986「 赤松照憧研究1青 年時代 一 」 「徳 山地方 郷土史研究』7
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〈赤 松 智 城 年 譜 〉(1)

年 月 日 事 項 典拠

18861223山 口県都濃郡徳山町に生 まれる(徳 応寺住職 ・赤松照憧の長男,母 ・安子)*自 筆履歴書

18890916次 弟 ・信麿(1889-1923)出 生 『寺史』75

18920310三 弟 ・義麿(1892-1946)出 生 『寺史』32

18941204四 弟 ・克麿(1894-1955)出 生 『寺史』75

18970811妹 ・常子(1897-1965)出 生 『寺史』75

19000219五 弟 ・五百麿(1900-34)出 生 『寺史』36

19010708六 弟 ・廉麿(1901-74)出 生 「寺史』37

190403徳 山中学校卒業(3期 生)*自 筆履 歴書,

『山口県立徳 山高等学校百年史』

190407第 五高等学校入学*自 筆履 歴書

190409五 高仏教青年会参 加 『龍南会雑誌』176:346

190410?五 高,在 寮文科生 懇話 会第一回 にて 「学理的研究の価値 」講演 『龍南会雑誌』107:95

190411?五 高,在 寮文科生 懇話会第二回 にて 「天地開關の比 較論 」講演r龍 南会雑誌』108:100

19060912五 高,入 学式,旧 生徒総代 として挨拶 『龍南会雑誌』117:70

19061004五 高,「 転校 事件」 にっ き委員 とな る(大 川周明,高 田保馬 ほか六名)『 龍南会雑誌』118;50

190706第 五高等学校卒業(同 窓 に高田保馬,松 村武雄,大 川周明,清 原貞雄な ど)*自 筆履歴書,『 龍南会雑誌』122

190709京 都帝国大学文科 大学哲学科入学*自 筆履歴書

19100713京 都帝国大学 文科大学哲学 科宗教 学専攻 を主席で卒業,恩 賜 の時計 を*卒 業証 書,

拝 領*自 筆履歴書,赤 松安子1915:6

191009大 学院進学,指 導 教官 ・松本文三郎,特 選給費生(一 年 間)*自 筆履歴書

1911真 言宗連合京 都大学及 ビ仏 教専門学 ノ教授 トシテ宗教学宗教史宗 教哲*自 筆履歴書

学 哲学史及哲学概 論等 ヲ講 ズ

1911与 謝 野鉄幹渡 欧壮 行会(於 京都 ホテル)出 席 京都 ホテルHP

lgl20607私 立 高等学院教授*辞 令

19130202母 ・安子(1865-1913)死 去(於 京大病院)r寺 史」68

19130407私 立 仏教専門学校 教授*辞 令

19140418真 言 宗連合大学教 授*辞 令

191505宗 教 学研究会創設 の発議(印 度 ・宗教学会の席上 にて赤松が発議,京 羽渓1960:424

?大 側の赤松,宇 野,羽 渓,東 大側の矢吹慶輝,木 村泰賢 を中心 に発会)

19160408『 宗教研究」 創刊 羽渓1960:424

191607次 弟 ・信麿,京 都帝 国大学 医科卒r寺 史』68

19161119宗 教 研究会大会(於 文科大学)に て講演 「神聖観念 」

191707三 弟 ・義麿,東 京帝国大学文学部哲学科(美 学専攻)卒 業(三 高よ り進学)『 寺史』68

191807四 弟 ・克麿,京 都帝 国大学法学部(政 治学科)卒(三 高よ り進学)『 寺史」68

19190720祖 父 ・連城(1841-1919)死 去r寺 史』68

19200401仏 教 大学(現 ・龍 谷大学)教 授(宗 教学宗教史講座 担当)*辞 令,*自 筆履歴書

192005学 位 論文 『原始 的神聖観念(PrimitiveSacredness)の 研究』提出 学位論文(京 都大学附属図書館所蔵)

19200816受 牒*

19200925住 職 就任(父 ・照 憧は同和地区 に移 り,同 和事業に専念)r寺 史』68,*戸 籍抄本

19200926京 都印度宗教学会九月例会兼宇野赤松両学士渡欧送別会(於 学生集会所)『 宗教研究』4/14;122

19200926欧 米 留学(1920,09。27-1923.06)*赤 松旅券*自 筆履歴書

19200927神 戸 出航*赤 松旅券

19201001浄 土 宗管長 よ り感謝状(教 育貢献 に対 して)*感 謝状

19201007京 都 帝国大学,留 学許可*許 可状

19201012香 港 寄港*赤 松旅券

19201023シ ンガポール寄港*赤 松旅券

19201026ペ ナ ン寄港*赤 松旅券

19201031コ ロンボ寄港*赤 松旅券

19201119マ ルセイユ寄港*赤 松旅券
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赤 松 智 城論 ノ オ ト(菊 地)

〈赤 松 智城 年 譜 〉(3)

年 月 日 事項 典拠

193010威 鏡南 道 ・北道 巫俗 調査,会 寧訪 問,「 家宅求 命」行事 見学,(同 行 秋葉1931:112

者 ・秋 葉隆)

19301201叙 従五 位*叙 位 「叙従五位」

193205元 総 長 ・服部 宇之吉来学,外 務省文化事業部委嘱 と して満蒙研 究を指 赤松 ・秋葉1941:1

不

19321001鶏 龍 山調査(同 行者:秋 葉 隆ほか)秋 葉1937

19330630本 俸 五級俸下賜*通 知 「本俸五 級俸下賜」

19340102五 弟 ・五百麿(1900-34)死 去 「寺史」36

19340518朝 鮮仏教 典籍 展覧会 記念講演 会開催(赤 松,「 京城帝 国大学仏 教青年 全京秀2005;172

会 の名前で宋錫夏,孫 普泰 に案 内状送付)

19341028白 雲 荘にて,赤 松,秋 葉,宋 錫夏,孫 普泰,記 念写真撮影 全京秀2005;172

19341228高 等官二等 に陞叙*通 知 「陞叙高等官二等」

19350201叙 正 五位*叙 位 「叙 正五位」

19350305龍 谷大学図書館 に図書寄託*預 書

19350427朝 鮮 総督府 中枢 院,「 信仰審査委員会」設置 全 京秀2005:175

193505京 城 を訪れ た渋沢敬三 と面会 渋沢著作集41340

193506信 仰審査委員会,「 朝鮮の固有 信仰 に就いて」講演会開催 全 京秀2005:175

19351127朝 鮮初等教育研 究会主催 「心田開発座談会」参 加(於 京城 師範学 校醇 「朝鮮 の教育研究』88

和 会館)

19360829三 弟 ・義麿 の三男 ・尚爾 を養子 に迎え るr寺 史」77

19360800光 徳寺大乗仏教研 究会夏期講座 にて 「宗教 と教育」講演 『光徳」51

19370304朝 鮮 総督府 よ り社 会教化 に関する講演を嘱託*辞 令 「社 会教 化 二關ス ル講 演 ヲ

嘱託ス」

19370401都 濃佛教団顧 問*顧 問嘱託 状

19371101満 州国民生部 嘱託 社会司弁 事(1年 間)と して宗教調査(無 給,旅 費*「 辞 令(康 徳 四年十一月二 日)」

受 給)ほ か
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〈赤 松智 城 年 譜 〉(4)

凡例 ・この年 譜は徳応 寺所蔵 赤松 智城 関係資料,赤 松智城著作および関連資 料 に基 づいて作成 した。
・典拠 を示す際,徳 応寺 所蔵資料 に は 「*」 を付 し,資 料名(仮),資 料 中の主要 な文言 を挿 入 した。
・著作物 を典拠 とした際は(著 者 名+刊 行年+頁 数)を 示 した。場合によ って は(資 料 名+(巻 号)+頁 数)に よっ

て表記 した。
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〈赤 松 智 城 著作 目録 〉(1)

年 月 日 著作名 発 行

19110701「 宗教起源論 の主要 問題」 『芸文』2/7

1912「 呪文 と祈蒔」 『密教講演』2

19130701「 聲字 実相観 の比較 」 「密宗学報』l

l9130901「 宗教 と哲学」 『密宗学報』3

19131001「 宗教 と哲学」 『密宗学報』4

19131101■ 「宗 教 と哲学」 『密宗学報』5

19140601「 宗教的思弁 の変遷」 『密宗学報』12

19140901■ 「普 遍的宗教意識」 『密宗学報』15

19141001■ 「最新 の宗教社会学説」 「密宗学報』16

19141101■ 「認識論 と宗教社会学説」 『密宗学報』17

19141115「 社会学 と現 代宗教学 との交渉」 『日本社会学院年報』2/1・2合 冊号

19141201■ 「認 識論 と宗教 社会学説」 『密宗学報』18

1914■ 『基 督教会史』 仏教学会 蔵版*

19150101「 歴史派 の宗教学 観念」 「無蓋燈』20/1

19150201■ 「宗教 の両極性」r密 宗学報』20

19150601國 「宗教 の両極性」 『密宗学報』24

19150901「 汎神論 の起 源」 『芸文』6/9

19160408「 最近 の宗教 心理学 と宗教社会学」(創 刊号巻頭論文)『 宗教研究』1/1[r挽 近』再録]

19160601「 宗教 と魔術 」 「無書燈』21/6[『 朝近』再録]

191607「 宗教 に於 ける個人化的傾向の起源」 「宗教研究』1/2

19160801「 宗教 と魔術」 「無書燈』21/8[「 競近』再録]

19160901「 宗教 と魔術」 『無書燈』21/9[「 朝近』再録]

19160901■ 「驚 異感,神 秘 感 及神聖感」 『密宗学報』39

19161001「 宗教 と魔術 」 『無蓋燈』21/10[「 朝近』再録]

19161001■ 「驚異感,神 秘 感,及 神聖感」 『密宗学報』40

19170301「 宗教的規範 意識」 『哲学研究」2/3

19171118「 神聖観念論 」 『宗教研究」2/6[『 挽近』再録]

19180328「 神聖観念論」 「宗教研究』2/7[『 挽近』再録]

19180818「 神聖観念論」 「宗教研究』2/8[『 換近』再録]

19181101「 最近宗教心 理学の傾向」 「密宗学報』65[r韓 近」再録]

19181201「 最近宗教心 理学の傾向」r密 宗学報』66[r競 近』再録]

19190101「 「タブー』論」 『哲学研究』4/1

19190201「 最近宗教心 理学の傾向」 『密宗学報』68[『 競近 』再録]

19190301「 最近宗教心 理学の傾向」 『密宗学報』69[『 朝近 』再録]

19190401「 最近宗教心理学 の傾向」r密 宗学報」70[r朝 近」再録]

19190501r最 近宗教心 理学の傾向」 『密 宗学報」71[『 競近」再録]

19190708『 現代哲学 に於 ける科学 と宗教」(エ ミル ・ブー トルー著 宇野円空共訳)博 文館

192005学 位 論文 『原始 的神聖観念(PrlmitiveSacredness)の 研究』 学位論文

序論 研究方法

第一 章 宗教 の本質 と しての神聖観念

第二 章 原始 的神聖観念 の発生的根源

第 三章 原始 的神秘観念 の個 体化

第 四章 原始 的神秘観念 の規 範化

第 五章 原始 的神聖観念 の機 能的特質

副論 文 『宗教 と魔術』

19220708『 宗教史概論 上』(C.H.ト ーイ著 宇野円空共 訳)、 博文館

19240228「 回教徒 の復 興精 神」 『龍谷 大学論叢』254

19240401「 回教 思想 の特色 」 『哲学研究』9/4
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く赤 松 智 城 著作 目録 〉(2)

年 月 日 著作名 発行

19241101「 ハルナ ックと トレールチ」 『宗教研 究」 新1/2[『 翰近 』再録]

19250330■ 「第二輯 の序 に代へ て」 赤松 照 憧 「土曜 講 話第 二輯 』真宗

徳華婦人会

19251101「 書評:GesammelteShcriftenvonErnestTroeltsch,VerlagvorJ,「 宗教 研究』新2/6

C.B.Mohr,Tuebingen1912-1925]

19260101「 回教 と人種 問題 」 『中外 日報」7892

19260101「 近東 に於 ける回教 民族の動乱 に就 いて(上)」 『宗教研 究』新3/1

19260301「 近東 に於 ける回教民族の動乱 に就 いて(中)」 『宗教 研究』新3/2

19260301「 古代 文化民族に於 けるマナの観念 に就て」 「民族 』1/3[「 朝 近」 再録]

19260501「 近 東に於 ける回教民族の動乱 に就 いて(下)」 『宗教 研究』新3/3

19260501「 古 代文化民族に於 けるマナの観念 に就て」 『民族 」1/4[『 韓近』再録]

19260617■ 「言葉の神秘 赤松智城氏 の講演」(上 ・中 ・下)『 中外 日報 』8031-8034

19260701「 古代文 化民族に於 けるマナの観念 に就て」 『民族 』1/5[『 翰 近』再 録]

19260901「 古代文 化民族に於 けるマナの観念 に就て」 『民族 』1/6[『 競 近』 再録]

19261101「 東西 の神秘思想(RudolfOtto,West-OestlicheMystik,Klotz,「 宗教 研究』新3/6

Gotha1926)」

192703「 『原始文化叢書』趣意書」(赤 松 ・宇野円空監修)岡 書院

19270421■ 『宗教学上 よ り観 たる真言密教 の特質」 東寺降誕会本部

19270815「 二種 の神聖 観念 」r龍 谷 大学論叢』275

1927「 宗教哲学 の黎明時代」 『宗教 研究』新4/5

19280610「 近東 の古 代宗教 研究上の主要問題 」 宗教研究会編 『最近 宗教研究思潮』

[「宗教研究』 特集]

19290313『 朝近 宗教学説の研究』 同文館

19290320■ 『現代 の宗教哲学」 玉川学園 出版 部**

1929「 回教思想 」 『岩 波講座世界思潮』6岩 波書店

1929「 北方民族 の巫術 の起源 に就いて」[上]「 宗教 研究』新6/3

1929「 北方民族 の巫術の起源 に就 いて」[下]『 宗 教研究』新6/5

19300510「 宗教学 の黎明時代」 東京 帝 国大学 宗教 学講 座創 設二十

五年記念会 編 『宗教学論集』同文館

19300905「 宗教 現象学の対象 に就 いて」 京城帝 国大学文学会編 『哲学論集』

刀江書院

19301125「 現代 回教 の危機 」 「現 代宗教批判』[『宗教研 究』 臨時

特集号]

19310430■ 「蔦新奏神 の行事」 天野 貞 祐編 集代 表 「朝永 博士 還 暦

記念 哲学 論文集』 岩波書店[「 朝

鮮』再録]

19310901「 朝鮮 の聖樹」 『宗教学紀要』 同文館[東 京帝国大

学宗教学講 座創設二十五年記念]

19321220『 宗教史方 法論』 共立社[現 代史学大系5]***

19331111「 満蒙 に於 ける宗教 に就 いて」 講演 速 記(於 京 城 大学 法文 学部 講

堂)(『 朝 鮮講演』32[刊 年未詳])

19331210「 朝鮮 巫俗の聖所」 日本宗 教学 会 編r日 本 の 宗教 学』

大東 出版 社[『 朝 鮮』再録]

19350101「 朝鮮巫俗の神統」 『宗教研究』新12/1[「 朝鮮』再録]

19350301「 朝鮮巫 俗の神統」 『宗教研究」新12/2[『 朝鮮』再録]

19350401「 満州旗 人の家祭」 『民 族 学 研 究』1/2[『 満 蒙』 再

録]

19350901「 朝鮮 巫俗の神統」 「宗教研究』新12/5[「 朝鮮』再録]

19360101r心 田開発座談会」(他18名)(1935,11.27開 催)r朝 鮮 の教育研 究』88
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〈赤松智城著作 目録〉(3)
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人 文 学 報

く赤松智城著作 目録〉(4)

[凡例]こ の目録 の作成 にあた って は,全 京秀[2005]所 収著作目録 を参 照 した。 ただ し,赤 松 の著 作で ないものは除

き,新 たに確認 された著作に は著作名 の冒頭 に(■)を 付 した。 論文 の再録 関係 を示す際 『娩近宗教学説 の研

究』 『朝鮮巫俗 の研究』『満蒙の民族 と宗教』 はそれぞれ 『朝近』『朝鮮』「満蒙』 と省 略 した。
*著 者肩書 き 「文学 士」か ら1910年 以 降,龍 谷大学付属図書館所蔵本の所持者 の書 き込みが 「大正 三年」 とある こと

か ら1914年 以前の著作 と考え られ る。
**玉 川学園 出版部 版のほか,イ デ ア書房版,各 章 の抜刷状の版が ある。

***尾 佐竹猛r近 世 日本の国際観 念の発達』 との合本版 と赤松単著版 とが ある。
****『 朝鮮巫俗 の研究』下 の図版 のみを収録 した もの。
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〈赤松智城満蒙調査行程表(1933-38)〉(3)
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〈赤松智城満蒙調査行程表(1933-38)〉(5)

・本表 は,外 務省外交史料 館所蔵文書 「満蒙 二於 ケル民俗及宗教 ノ研究事業助成 赤松智城 秋葉 隆 自昭和八年四月 至昭

和十二年十二月」(「外務省記録H門 東方文化事業6類 講 演,視 察及助成 研究助成関係雑件 第八巻」 レファ

レンス コー ドBO5015882700,BO5015882800)所 収の各年 度研究経過報告 より作成 した。事項 覧は当該文書 より抜粋 し

たが,旧 漢字 は新 漢字に改 め,句 読点 を適宜補 い,ま た,判 読不能 の文字 は圏 で表記 した。
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